
第
九
十
四
號

第
九
巻

第
一
珊

文
化
教
育
學
の
出
る
ま
で
O

長

凪

新

加

工

　
文
化
敷
育
學
の
由
來
を
一
瞥
し
た
吾
々
は
、
其
の
本
質
を
明
か
に
す
る
爲
め
に
先
づ
人
格
陶
冶

に
醤
す
る
文
化
数
育
學
の
態
度
に
就
て
＝
乱
し
な
く
て
は
な
ら
澱
。
入
選
激
育
學
に
於
け
る
入

掛
陶
冶
の
基
礎
付
け
に
、
形
而
上
學
に
基
づ
く
主
概
的
傘
茸
的
欠
階
有
る
事
を
指
摘
し
、
少
く
ご
も

こ
れ
が
補
ひ
ご
し
て
人
格
陶
冶
に
客
槻
的
基
礎
を
與
へ
ん
ご
し
て
産
し
來
つ
た
文
化
数
育
が
、
人

絡
の
陶
冶
ε
相
容
れ
ざ
る
醤
立
に
立
つ
も
の
な
ら
ざ
る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
◎
精
紳
笹
鮨

格
の
藪
育
は
實
に
文
化
激
育
學
の
力
説
す
る
所
で
あ
っ
て
、
文
化
殺
育
學
は
た
や
人
格
を
文
化
本

質
野
心
一
9
暑
。
ω
2
ご
解
し
、
從
て
駿
育
の
問
題
を
こ
の
文
化
本
質
ビ
し
て
の
人
格
の
激
育
に
向
け
た

　
　
　
　
丈
化
歎
育
學
の
繊
つ
る
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



2

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

の
で
あ
る
。
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
ご
相
並
ん
で
現
代
文
化
真
空
學
の
一
頭
冒
ビ
も
見
る
べ
き
ヲ
オ

ド
ー
ル
、
ソ
ッ
ト
は
先
づ
激
育
學
的
見
地
よ
う
主
観
ご
二
二
こ
の
本
質
飽
關
係
を
明
か
に
し
、
以
て

欝
ら
の
文
化
敏
育
學
的
立
場
を
示
す
ご
同
時
に
上
の
潤
題
に
も
答
へ
ん
ご
し
元
。
師
ち
彼
に
よ

れ
ば
「
精
紳
朗
五
星
の
文
化
濁
生
活
衝
動
に
就
て
の
分
明
な
る
意
識
が
、
各
入
の
本
質
に
働
ら
く
構

成
力
の
前
以
て
の
基
礎
付
け
ε
交
流
す
る
時
そ
の
時
始
め
て
激
育
活
鋤
の
模
範
的
形
式
が
生
じ

　
　
の

て
來
る
」
ビ
云
っ
て
居
る
。

　
け
れ
ざ
文
化
激
育
學
に
於
け
る
か
、
る
主
張
を
明
に
す
る
爲
に
は
吾
々
は
更
ら
に
人
智
ご
文

化
ε
の
關
係
を
同
値
理
論
や
文
化
心
理
の
方
面
か
ら
も
考
へ
な
く
て
は
な
ら
澱
。
思
ふ
に
人
格

は
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
「
生
活
形
式
」
に
も
云
っ
て
居
る
繕
…
に
、
軍
な
る
圭
観
的
存
在
で
は
な
く
て
其

の
中
に
類
型
難
中
℃
闘
ω
。
ぎ
・
。
や
普
遍
》
＝
σ
q
ゆ
旨
の
冨
。
。
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
心
理
學
的
見
地
よ
り
す

れ
ば
入
絡
は
吾
々
の
精
脚
的
構
造
を
類
型
的
野
卑
に
從
て
示
し
，
蒲
か
も
文
化
生
活
に
於
け
る
客

概
的
の
構
造
勝
軍
が
こ
れ
に
醤
癒
し
、
更
ら
に
軽
爆
懸
紐
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
人
格
は
客
観
的
文

化
的
の
等
値
閣
係
中
に
そ
れ
慮
ら
の
客
擬
的
債
値
を
有
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は

い
迦
著
「
生
活
形
式
」
（
び
①
び
。
諺
0
8
鷺
ヨ
。
口
。
》
鐸
ぬ
｝
H
℃
o
い
ω
誤
乱
．
囲
鷺
い
）
に
於
て
類
型
心
壇
學
の
方
法
に
從
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

個
人
的
精
淋
活
動
に
隔
て
客
観
的
の
生
活
範
團
に
通
す
る
野
畑
類
型
あ
る
こ
ご
を
明
か
に
し
た



シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
や
ジ
ツ
ト
に
代
」
表
さ
れ
、
山
久
化
哲
↑
塵
’
や
文
化
心
理
學
に
依
て
其
の
本
ふ
箕
を
決
定

さ
る
》
激
膏
塵
・
に
於
て
は
人
格
的
陶
仏
伯
ご
交
化
的
陶
脇
偏
ご
は
密
接
に
閣
係
す
る
○
　
シ
ュ
プ
ラ
ン

ガ
ー
は
日
ふ
「
現
代
人
は
善
徳
的
に
も
知
解
に
も
客
射
的
の
便
殖
に
ま
で
激
養
さ
れ
、
童
會
魑
生
活

‘
國
畏
生
活
型
堺
政
治
的
生
活
の
カ
に
醤
す
る
良
心
ほ
彼
に
属
畳
ま
さ
れ
ね
ば
な
ら
訟
。
此
等
総

て
は
彼
に
於
て
内
的
所
有
こ
な
わ
生
命
あ
る
姿
を
取
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
輩
・
な
る
美
的
調
和
に
止

ま
ら
す
、
逡
ん
で
義
務
を
意
識
せ
る
人
格
に
於
け
る
諮
力
の
多
方
釣
活
郵
こ
な
ら
ね
ば
な
ら
濾
」

　
入
落
が
丈
化
生
活
の
支
持
者
で
あ
る
ご
云
ふ
乙
は
，
入
管
を
以
て
始
め
よ
う
文
化
本
質
ご
解
す

る
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
取
っ
て
は
働
か
す
芝
の
四
書
な
い
信
條
で
あ
り
、
隔
て
各
個
人
は
人
格
的

存
在
こ
し
て
叉
丈
化
証
會
の
成
員
ご
し
て
陶
冶
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
思
ふ
に
「
陶
冶
は
飽
く
迄
も
、

既
文
化
財
又
は
彼
の
文
化
財
ご
云
ふ
が
如
き
具
燈
の
中
に
實
現
さ
れ
居
る
黒
煙
的
導
燈
の
人
格

的
同
化
で
あ
る
。
七
化
は
貰
聞
化
さ
れ
搾
る
客
層
的
債
値
の
王
國
で
あ
り
、
入
間
の
文
化
は
此
の

文
化
財
に
封
ず
る
各
入
の
個
性
的
状
態
よ
り
決
定
さ
る
、
人
格
的
押
出
で
あ
る
．
恰
も
小
宇
宙

ご
大
宇
宙
ご
の
襟
に
客
掘
的
文
化
ご
主
概
酌
文
化
ご
は
行
乞
す
る
。
交
化
償
値
の
あ
ら
ゆ
る
磯

験
ご
創
造
ご
は
陶
冶
の
一
面
ご
な
る
こ
ご
が
出
　
來
る
Q
か
く
て
此
意
昧
に
於
て
吾
々
は
文
化
的

生
産
が
陶
冶
の
本
質
を
形
成
す
る
ビ
敢
て
主
張
す
る
」

　
　
　
　
丈
化
増
嵩
學
の
斑
づ
ろ
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



4

　
　
　
　
暫
學
研
究
　
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
陶
冶
に
於
て
丈
化
の
主
掘
客
観
爾
面
を
統
一
せ
ん
ご
し
た
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
陶
冶
の
本
質

に
鋼
し
て
最
後
の
断
案
を
下
し
て
「
陶
冶
は
あ
る
ゆ
る
客
親
的
野
値
の
生
々
登
展
的
の
同
化
で
あ

る
が
、
さ
て
こ
の
場
合
客
観
的
便
値
は
資
乱
獲
展
無
精
沸
の
素
質
ご
生
活
範
團
ご
に
甥
し
て
此
入

間
の
膿
験
性
向
並
び
に
創
造
・
刀
に
於
て
、
客
窺
的
生
産
力
あ
り
且
つ
欝
己
自
身
生
を
鑑
賞
す
る
ご

云
ふ
完
全
な
人
格
の
目
的
ご
相
關
係
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
澱
。
そ
の
客
観
的
慣
値
の
生
々
登
盗
心

　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

の
同
化
こ
そ
陶
冶
で
あ
る
p
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
入
格
の
陶
冶
ご
云
ふ
こ
ご
に
於
て
茸
雲
単
二
學
上
の
二
丁
を
考
察
し
た
吾
々
は
、
更
ら
に
陶
冶

は
文
化
そ
の
も
の
、
本
質
よ
も
し
て
軍
な
る
知
蘭
陶
冶
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
文
化
敷
育

學
の
他
の
一
つ
の
主
張
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
濾
。
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
理
論
の
一
方
に
遍
し

た
文
化
を
斥
け
て
陶
冶
に
於
け
る
全
盛
と
し
て
の
生
命
構
成
の
カ
を
常
に
仰
望
す
る
。

　
蓋
し
陶
冶
ε
離
れ
た
理
知
、
人
格
の
本
質
ご
有
機
的
蘭
係
な
き
理
知
は
共
に
死
物
で
あ
る
。
故

に
「
常
に
生
命
的
二
物
で
あ
る
．
。
凶
。
。
江
上
ヨ
興
。
量
器
H
・
一
）
Φ
＆
圃
・
ω
．
、
」
所
の
陶
冶
は
科
學
ご
全
然
其
の
趣
を

異
に
す
る
。
科
學
は
領
値
の
一
群
た
る
純
認
識
的
領
値
に
支
配
さ
る
、
が
故
に
、
そ
の
本
質
は
物

性
G
り
簿
。
目
。
三
、
簿
で
あ
っ
て
入
谷
性
剛
、
象
ω
α
農
。
雰
簿
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
陶
冶
は
常
に
生
命
儂
値

ピ
9
窪
馨
。
答
ご
内
的
言
条
を
有
し
、
三
っ
て
八
面
に
反
接
し
て
科
學
の
上
に
立
ち
、
そ
し
て
人
望
的
な
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特
有
の
温
味
ε
生
命
ご
に
満
ち
た
る
一
種
の
精
紳
的
様
相
で
あ
る
、
幻
夢
が
客
魏
的
な
る
「
眞
」
の

理
念
に
向
ふ
に
樹
し
て
陶
冶
は
吾
々
再
入
の
境
遇
や
位
置
や
職
業
上
の
要
求
に
從
っ
て
其
の
姿

を
襟
々
に
す
る
。
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
科
學
を
以
て
實
在
を
其
の
上
に
投
影
す
る
輩
な
る
李
面

へ
甫
σ
魯
免
、
に
比
し
、
陶
冶
を
以
て
「
含
量
的
或
物
。
暑
露
国
・
。
。
。
江
ω
。
冨
ω
」
ご
し
た
の
は
此
の
意
味
に
点
て
い

あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
陶
「
冶
は
「
自
己
の
領
域
に
斯
て
十
分
登
号
す
る
」
入
間
の
姿
で
あ
る
が
、
こ
の
姿

は
固
定
し
静
止
せ
る
も
の
で
は
な
く
て
實
に
「
生
々
薗
展
9
9
瓢
。
。
8
び
窪
帥
鼠
。
訂
ぎ
の
姿
で
あ
る
。
「
陶

冶
は
決
し
て
静
的
の
も
の
で
な
く
て
、
恐
ら
く
は
絶
え
ず
よ
り
立
毛
な
る
資
料
を
自
ら
の
中
に
振

取
す
る
。
陶
冶
は
入
格
の
中
心
黙
よ
り
絶
え
ず
新
た
な
る
年
輪
に
生
長
し
進
む
。
陶
冶
の
生
産

力
は
精
重
席
人
間
の
不
噺
の
償
値
要
求
の
中
に
横
は
る
。
精
神
的
入
歯
は
よ
り
露
な
る
内
的
充

實
ビ
多
標
性
ε
を
巌
ち
得
ん
が
膿
め
に
、
繕
え
す
客
槻
的
債
値
と
結
合
せ
ん
こ
ε
を
求
め
て
止
ま

な
い
。
主
な
る
知
識
は
死
せ
る
資
本
に
す
ぎ
な
い
が
、
陶
冶
は
生
々
登
位
す
る
資
本
で
あ
る
。
陶

冶
は
腫
れ
の
出
家
事
で
あ
り
我
れ
と
共
に
生
々
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
れ
に
人
格
的
に
依
位
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

も
の
で
あ
っ
て
軍
に
物
的
序
列
で
は
な
い
」
ご
云
ふ
の
が
陶
一
冶
に
就
て
の
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
考

へ
で
あ
る
、
故
に
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
陶
冶
は
人
格
の
内
部
よ
り
生
々
肖
黙
す
る
精
棘
的

丈
化
的
陶
冶
ご
し
て
解
せ
ら
る
Q
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
現
代
に
於
け
る
知
能
の
測
定
に
警
告
す

　
　
　
　
丈
化
教
育
摯
の
掛
づ
ろ
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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膀
鑓
墨
・
研
究
　

慨濯

繽
¥
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

る
の
は
陶
冶
に
心
す
る
彼
の
か
、
る
見
解
に
墓
く
も
の
で
あ
ら
う
。
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
從
へ

ば
知
能
は
全
入
事
活
動
全
文
化
活
動
の
部
分
で
あ
っ
て
血
膿
で
な
く
、
手
段
で
あ
っ
て
主
輪
で
な

い
。
全
人
格
活
動
全
文
化
活
動
に
総
て
意
志
や
5
5
情
は
知
能
に
比
し
て
一
事
根
本
的
の
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
全
人
格
活
動
全
文
化
活
動
へ
の
陶
冶
を
罠
的
ε
す
べ
き
入
間
敷
育
に
於
て
、

流
行
の
知
能
測
定
の
重
競
は
冑
瞼
…
で
あ
る
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。

躍
．

　
私
は
さ
き
に
科
學
ご
陶
冶
ε
に
就
て
の
黒
化
敷
育
學
の
見
方
を
＝
幽
し
た
。
文
化
敏
育
學
は

科
學
を
必
し
も
無
償
値
ご
見
る
の
で
は
な
い
。
陶
冶
は
科
學
の
試
練
を
も
経
な
く
て
は
な
ら
3
2
。

爾
者
の
相
遙
は
先
づ
其
の
質
駒
論
的
構
造
の
相
違
、
從
っ
て
又
こ
れ
に
關
係
せ
る
精
薄
作
用
に
あ

り
ε
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
科
學
の
劉
象
は
合
法
廻
的
に
覇
気
さ
る
、
認
識
景
象
で
あ
り
科

學
の
理
念
に
依
て
論
理
的
に
制
約
さ
る
、
認
識
饗
象
で
あ
る
。
調
質
の
醤
象
は
其
の
あ
る
が
儘

に
て
は
現
實
的
に
燈
験
さ
る
、
知
畳
劉
象
で
は
な
い
。
然
る
に
敷
育
學
的
饗
象
は
こ
れ
ε
異
っ

た
複
雑
化
せ
る
勤
象
で
あ
っ
て
、
経
験
的
な
實
際
的
の
も
の
乃
至
は
科
學
的
な
も
の
を
材
料
ご
し
、

而
か
も
新
π
な
る
有
目
的
的
原
理
に
從
て
こ
れ
を
構
成
す
る
。
故
に
敷
育
學
的
醤
象
は
一
つ
の



7

新
た
な
る
醤
象
こ
し
て
特
有
の
本
質
を
具
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
シ
ェ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
封
象
性
の
種

々
相
を
拉
し
凝
り
且
つ
形
容
し
て
科
學
を
季
面
浮
窪
。
に
、
陶
冶
を
可
型
性
的
形
式
覚
霧
蓼
9
巴
げ
§

に
比
し
た
の
は
偶
然
で
な
い
。
既
に
可
型
性
的
形
式
な
る
が
故
に
陶
冶
麗
麗
は
客
観
化
さ
れ
た

る
文
化
債
値
に
比
し
て
著
し
く
鋤
的
な
る
生
命
遇
程
の
性
質
を
有
す
る
の
で
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー

が
繰
返
し
「
生
命
あ
る
入
格
へ
の
陶
冶
」
を
力
説
す
る
の
は
正
に
此
邊
の
消
息
を
打
ち
点
す
も
の
ご

解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
文
化
敷
育
學
は
…
進
で
活
動
性
そ
の
も
の
よ
り
科
斗
ビ
陶
冶
ご
を
概
念
し
π
。
　
プ
二
二
3
ル
、
ヲ
ツ

ト
は
先
づ
二
二
の
領
域
ご
敷
育
の
領
域
ε
に
於
け
る
方
法
的
事
情
の
相
異
な
る
こ
ご
を
明
か
に

し
、
激
膏
の
領
域
に
於
て
は
科
學
の
領
域
ご
異
な
っ
て
認
識
の
圭
槻
ご
認
識
の
客
観
ビ
は
相
醤
立

し
て
立
ウ
も
の
で
は
な
く
て
、
主
親
そ
の
も
の
も
激
育
の
全
野
在
中
に
要
素
ε
し
て
抱
擁
さ
れ
、
從

て
吾
入
は
激
育
活
動
も
全
文
化
驕
係
中
に
藏
め
ら
る
ε
繋
念
し
、
以
て
そ
の
客
観
的
な
る
閣
係
に

於
て
自
己
の
全
入
格
に
培
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
吾
入
は
た
や
一
定
の
認
識
問
題
に
於
て
の
み

自
ら
の
入
念
を
敷
養
す
る
の
で
は
な
い
。
蓋
し
此
の
場
合
に
於
て
圭
掘
ε
穿
掘
ピ
は
分
離
せ
す
、

叉
固
定
せ
る
精
紳
活
動
が
膚
己
ε
醤
肥
し
且
畳
築
さ
れ
π
る
樹
象
を
見
出
す
が
如
き
こ
ご
も
な

く
、
一
個
の
統
一
的
な
る
活
動
驕
係
は
π
や
一
定
特
殊
の
精
瀞
活
動
を
侯
っ
て
始
め
て
分
析
さ
れ

　
　
　
　
丈
化
敦
育
攣
の
趨
つ
る
ま
で
（
ご
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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哲
學
孫
究
第
九
十
腿
號
入

る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
て
ソ
ツ
ド
は
科
學
的
な
る
も
の
に
乱
し
て
敷
育
的
特
質
を
有
す
る
入
格

要
素
が
生
じ
直
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
詳
し
く
云
へ
ば
主
槻
ε
客
槻
ご
の
特
殊
の
協
同
冒
9
套
マ

留
『
ε
云
ふ
こ
ビ
が
敷
育
活
動
の
本
質
ε
な
る
。
緑
化
激
育
學
は
斯
く
陶
冶
の
本
質
を
文
學
的
に

考
察
し
人
絡
的
要
求
に
醤
し
て
客
将
性
を
正
義
付
け
た
。

　
文
化
敷
育
學
に
從
へ
ば
陶
冶
は
生
活
遇
程
に
於
け
る
理
念
ビ
し
て
解
せ
ら
る
べ
く
，
現
下
的
な

る
丈
化
的
條
件
は
陶
冶
の
一
々
の
内
容
雑
纂
充
に
註
す
る
標
準
ε
な
る
。
故
に
陶
冶
概
念
が
統

一
的
な
文
化
生
活
の
範
團
に
樹
注
し
て
具
禮
的
に
構
成
さ
る
、
の
は
、
恰
も
文
化
の
類
型
的
生
活

方
向
に
謝
慮
し
て
津
々
の
類
型
的
陶
冶
形
式
の
存
す
る
と
同
様
で
あ
る
。
吾
々
は
陶
冶
理
想
が

徒
ら
に
個
々
薙
多
の
も
の
で
客
端
的
基
礎
な
き
個
入
主
義
や
主
槻
主
義
に
陥
る
こ
ε
を
忌
み
組

織
あ
り
統
一
あ
る
類
型
的
文
化
形
式
を
求
め
て
止
ま
な
い
。
け
れ
ご
こ
の
類
型
的
文
化
形
式
が

そ
れ
膚
身
類
型
的
性
質
を
把
持
し
つ
》
而
か
も
具
膿
的
な
る
個
々
の
愛
孫
ヨ
。
隻
津
即
江
。
昌
を
許
容

す
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
詳
し
く
云
へ
ば
陶
冶
過
程
の
類
型
的
段
階
は
次
か
ら
次
ヘ
ビ
序

列
を
な
し
、
そ
し
て
其
の
内
容
に
於
て
互
に
異
な
る
種
々
相
を
呈
す
る
に
拘
は
ら
す
、
形
式
そ
の
も

の
ビ
し
て
は
常
に
不
墾
で
あ
る
。
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
こ
の
類
型
的
段
階
の
必
然
的
聯
全
中
に

表
は
れ
來
る
陶
冶
過
程
の
内
面
的
法
則
を
も
明
か
に
し
た
。
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郎
ち
彼
に
よ
れ
ば
陶
冶
は
自
然
的
な
る
一
つ
の
中
心
黙
よ
り
登
足
し
て
、
次
に
横
は
る
醤
象
界

を
膿
現
し
が
く
し
て
一
歩
唄
歩
ご
膚
己
形
成
の
道
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
癒
。
　
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は

其
の
第
一
段
階
を
名
づ
け
て
各
人
が
皆
其
の
分
け
前
を
持
た
ね
ば
な
ら
澱
「
基
礎
的
陶
冶
段
階
」
ご

呼
ぶ
。
此
段
階
は
墨
入
が
必
然
的
成
員
こ
し
て
激
す
る
丈
化
叢
濃
の
共
通
の
精
紳
的
財
産
を
閉

す
る
。
け
れ
ご
斯
く
類
型
化
さ
れ
た
傾
向
は
そ
れ
自
身
の
二
二
の
爲
め
に
更
ら
に
個
性
化
を
要

求
し
、
叢
に
第
二
の
陶
冶
段
階
ご
し
て
職
業
陶
冶
の
段
階
が
分
化
す
る
Q
　
こ
、
に
於
て
か
各
人
は

一
面
慮
己
の
個
入
費
語
格
に
相
慮
じ
、
他
面
客
掘
的
批
無
畏
及
び
文
化
的
の
意
昧
を
有
す
る
職
業

に
射
し
て
陶
冶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
職
業
に
煮
て
主
概
と
客
槻
、
人
格
ご
魁
會
と
の
敷
育
的
本
質

薗
の
結
合
が
將
來
さ
れ
、
二
黒
活
動
は
必
然
的
に
こ
の
職
業
へ
の
陶
冶
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

職
業
の
概
念
は
外
的
意
昧
に
解
さ
る
べ
き
で
は
な
く
し
て
精
二
化
ご
蓮
徳
化
ご
を
受
け
、
又
文
化

的
意
味
に
於
て
奪
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
濾
G
　
フ
レ
ー
ベ
ル
は
曾
て
入
は
勤
勢
に
於
て
、
職
業
に
於
て

始
め
て
内
的
な
る
も
の
を
禮
験
す
る
こ
ご
が
出
堪
る
ご
し
て
次
の
様
に
云
っ
た
Q
「
人
間
は
紳
の

如
く
創
造
し
又
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
聞
の
精
解
は
形
式
も
構
造
も
定
ま
ら
漁
渾
沌
界
に
浄
び

そ
し
て
形
式
ご
構
造
ε
本
質
ご
生
命
ビ
を
有
す
る
も
の
を
作
り
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
が
其
の

眞
の
意
昧
に
撃
て
其
の
特
徴
を
認
め
て
呼
ぶ
所
の
受
働
、
勤
勢
，
仕
事
陥
創
造
の
高
き
意
味
，
で
あ
う
深

　
　
　
　
丈
化
敏
育
藻
の
繊
つ
る
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

き
儂
値
で
あ
り
平
な
る
難
解
で
あ
る
。
吾
々
が
仕
事
に
よ
っ
て
内
的
な
る
も
の
を
外
的
に
表
現

し
精
神
に
形
式
を
輿
へ
思
想
に
構
造
を
與
ハ
、
、
見
え
ざ
る
も
の
に
見
ゆ
る
も
の
を
輿
へ
、
永
遠
な
る

も
の
帥
ち
精
学
的
生
命
に
外
部
的
な
有
限
な
そ
し
て
単
騎
の
姿
を
與
へ
る
ご
云
ふ
明
瞭
な
思
想

檬
重
な
る
親
念
乃
至
直
接
的
な
生
き
生
き
し
た
戚
情
を
伸
ふ
勤
勉
勤
勢
仕
事
行
動
に
峙
て
吾
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

は
眞
に
淋
の
如
く
な
る
の
で
あ
る
。
」
文
化
軍
学
學
は
プ
レ
ー
ベ
ル
に
も
斯
く
鮮
か
な
る
職
業
の

無
勢
化
に
依
て
職
業
陶
冶
の
概
念
を
基
礎
付
け
ん
ε
し
淀
の
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
最
近
交
響
哲
學

に
依
る
敷
育
の
墓
礎
付
け
に
熟
心
な
パ
ウ
ル
、
へ
ー
バ
ー
ソ
ン
に
隔
て
も
此
等
の
圭
張
・
の
濃
厚
な

る
も
の
を
見
ろ
Q
　
ヘ
ー
バ
ー
ヲ
ン
に
依
れ
ば
「
敏
育
の
課
題
は
「
正
し
き
意
志
」
の
陶
冶
に
あ
る
が
ぎ

て
こ
の
「
正
し
き
意
志
」
は
正
し
き
昌
帥
の
云
は
ト
翠
な
る
「
形
式
」
で
あ
る
。
正
し
き
目
的
は
其
の
丙

容
を
傘
入
の
天
職
の
内
容
よ
り
作
り
出
す
。
正
し
き
意
志
の
カ
も
導
入
が
脚
本
的
に
萱
野
に
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
以
上
の
何
物
を
も
要
求
せ
諏
。
併
し
此
の
嘗
爲
の
内
容
こ
な
る
も
の
は
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

し
き
意
志
の
カ
の
中
に
は
未
だ
與
へ
ら
れ
て
居
ら
濾
。
」
是
に
於
て
か
敷
育
は
正
し
き
意
志
内
容

又
は
當
爲
内
容
の
逆
撫
ご
し
て
の
職
業
へ
の
陶
冶
を
必
要
こ
す
る
の
で
が
く
て
「
露
己
の
生
活
課

題
に
’
樹
す
る
鋼
断
の
確
實
性
を
被
嬉
嬉
者
の
中
に
助
け
作
ら
し
む
る
が
駿
育
の
目
的
定
な
る
○
」

「
實
に
欄
入
の
天
職
は
何
時
も
個
々
の
人
格
の
上
に
理
念
を
適
用
す
る
こ
ε
で
あ
る
。
職
業
目
的



ll

は
斯
く
て
理
念
そ
の
も
の
に
於
け
る
個
入
化
さ
れ
た
目
的
で
あ
る
」
斯
く
考
へ
る
ご
「
各
個
入
の
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

題
は
た
“
理
念
に
從
へ
る
實
在
の
構
成
ε
云
ふ
こ
ご
に
於
て
霞
ら
を
全
う
し
得
る
」
ε
云
ふ
べ
き

で
あ
る
。
斯
く
て
正
し
き
意
味
に
於
け
る
職
業
陶
冶
を
受
け
た
る
も
の
は
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
も

云
っ
て
居
る
標
に
「
入
生
に
嘱
す
る
閥
係
に
於
て
公
明
で
あ
り
多
方
面
で
あ
り
且
つ
自
己
三
身
の

課
題
を
意
識
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
↓
語
に
云
へ
ば
彼
は
箪
な
る
専
門
家
で
は
な
く
て
眞
に
激
養
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初

る
人
…
問
ビ
な
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
」

　
職
業
敷
育
の
啓
し
む
べ
き
は
其
の
極
端
な
る
特
殊
化
が
寛
に
交
化
生
活
全
禮
ε
の
關
係
を
失

ふ
に
至
る
こ
ご
で
あ
っ
て
此
種
の
難
題
は
屡
々
諸
種
の
専
門
學
稜
に
超
る
。
故
に
職
業
陶
冶
の

段
階
は
シ
ェ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
從
へ
ば
其
れ
富
身
陶
冶
の
完
成
を
意
昧
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
必

然
的
に
一
層
的
高
次
的
な
る
第
三
の
』
般
的
陶
冶
」
邑
σ
q
①
ヨ
。
貯
o
H
峯
号
ロ
σ
q
の
段
階
を
豫
高
し
な
く
て

は
な
ら
ぬ
Q

　
人
格
の
完
成
は
此
の
第
三
段
階
に
於
て
始
め
て
目
的
を
果
た
し
各
人
は
客
槻
的
な
る
儂
値
の

領
域
に
向
上
し
．
圓
熟
せ
る
適
格
的
存
在
こ
し
て
、
個
人
は
類
型
的
文
化
底
値
を
直
接
所
有
す
る
に

至
る
。

　
文
化
哲
學
に
依
て
塞
槍
玉
け
ら
れ
た
か
、
る
陶
冶
理
想
よ
り
す
れ
ば
個
入
ε
就
會
ご
の
關
係

　
　
　
　
丈
化
歎
育
皐
の
田
づ
ろ
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
智
學
研
究
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
二

は
一
つ
の
新
な
る
形
式
を
得
る
に
至
り
、
各
人
は
陶
冶
便
値
の
性
質
に
從
て
文
化
生
活
に
入
）
而

し
て
必
然
的
に
文
化
的
慨
値
赴
會
に
關
濾
す
る
入
格
こ
な
る
。
入
格
ご
魅
會
ご
は
が
く
て
陶
冶

償
商
事
係
ご
文
化
便
値
關
係
ご
に
依
て
密
接
に
相
抱
擁
し
」
経
験
的
融
然
的
又
は
形
而
上
學
的
理

想
的
の
薬
圃
に
於
て
や
な
く
、
實
に
理
念
ご
實
在
、
當
爲
ご
存
在
の
結
合
を
そ
れ
自
身
表
は
す
具
膿

的
精
義
的
の
文
化
的
範
團
の
中
に
位
置
を
占
め
、
從
て
翼
の
敷
育
的
意
昧
を
得
る
こ
ε
が
出
煽
る
。

加
入
ビ
癒
會
こ
の
相
互
關
係
に
し
て
、
も
し
交
化
哲
學
的
見
地
よ
り
か
く
解
さ
る
、
に
非
ざ
れ
ば
、

各
入
は
一
方
に
遍
し
て
軍
な
る
現
實
的
存
在
の
中
に
留
ま
る
か
、
若
し
く
は
實
在
性
を
映
く
軍
な

る
一
般
的
理
念
の
中
に
自
ら
を
漉
せ
ざ
る
を
得
な
い
ご
は
フ
ッ
ト
が
一
九
一
九
年
に
公
に
せ
る

「
個
入
ご
金
属
営
臼
乱
9
ニ
戸
戸
葺
戯
Q
o
ヨ
。
冨
。
冨
浄
」
に
於
て
力
説
す
る
ε
こ
ろ
。
　
敷
育
に
於
け
る
入
格
理

想
と
肚
會
理
想
ご
は
か
く
し
て
始
め
て
其
の
墓
礎
を
得
、
入
魂
ご
就
會
と
は
其
の
理
想
的
相
互
關

係
に
於
て
療
育
上
本
質
的
の
も
の
ご
し
て
解
せ
ら
れ
て
、
從
て
一
面
よ
く
根
本
的
理
想
的
性
質
を

保
ち
つ
、
他
面
又
よ
く
面
謝
の
経
験
的
所
與
ご
具
膿
前
癌
實
的
な
る
魅
會
形
式
こ
の
結
合
も
將

來
さ
る
。

五
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敏
育
に
質
す
る
か
、
る
交
響
箆
鷺
的
見
解
が
、
敷
育
の
壁
際
ご
如
何
に
結
び
つ
く
べ
き
か
は
、
．
・
、

ユ
ン
ヘ
ソ
の
老
儒
ケ
ル
シ
ェ
ン
ス
タ
イ
ナ
ー
の
最
も
巧
妙
適
切
に
物
語
る
所
。
彼
は
一
面
敷
育

概
念
の
文
化
的
方
面
を
強
調
し
つ
、
、
他
面
又
激
育
の
塁
壁
に
少
か
ら
ざ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
Q

　
グ
ル
シ
ェ
ソ
ス
タ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
理
想
的
入
問
へ
の
道
は
必
ず
只
役
立
つ
人
聞
を
通
過
す

紛る
。
」
故
に
彼
に
あ
っ
て
は
「
役
立
つ
入
聞
」
委
し
く
云
へ
ば
明
家
、
澄
會
其
の
他
現
半
期
會
に
鞭
て
爵

ら
の
課
題
を
思
う
す
る
入
間
の
敷
養
が
重
じ
ら
れ
る
。
「
職
業
陶
冶
」
、
「
勤
直
方
稜
」
、
「
公
民
敢
育
」
な
ご

は
ケ
ル
シ
ェ
ン
ス
タ
イ
ナ
ー
の
學
風
を
象
徴
す
る
根
本
問
題
に
し
て
而
か
も
彼
は
か
、
る
根
本

問
題
を
常
に
交
化
建
値
ご
の
關
係
に
於
て
明
に
ぜ
ん
ご
し
た
。
師
ち
「
陶
冶
過
程
の
根
本
的
公
理
」

ご
し
て
彼
は
「
立
入
の
陶
冶
は
精
神
的
構
造
が
全
配
管
は
一
部
、
個
人
の
飛
騨
に
適
合
せ
る
文
化
財

に
よ
っ
て
の
み
可
能
ビ
な
る
。
」
ご
云
ふ
命
題
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
其
の
主
張
に
於
て

亦
野
里
ご
客
前
、
個
人
的
現
實
的
ご
理
念
的
橿
値
的
こ
の
必
然
的
結
合
を
認
め
得
る
。
彼
れ
に
よ

れ
ば
文
化
財
は
何
れ
も
之
を
作
捜
す
る
精
紳
構
造
が
創
造
的
な
る
か
又
模
倣
的
な
る
か
に
よ
っ

て
夫
れ
く
特
殊
の
精
帥
的
野
造
を
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
丈
化
財
は
中
に
は
或
度
の
精

淋
的
勢
力
が
貯
へ
ら
れ
、
こ
の
男
絵
酌
勢
力
に
よ
っ
て
交
化
財
は
再
び
創
造
さ
れ
て
文
化
の
野
饗

中
に
織
り
込
ま
れ
る
。
ケ
ル
シ
ェ
ン
ス
タ
イ
ナ
ー
は
文
化
財
中
に
貯
へ
ら
れ
た
る
こ
の
潜
在
的

　
　
　
　
丈
化
二
二
學
の
轟
つ
る
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
學
研
究
　
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

な
る
精
解
勢
力
を
文
化
財
の
内
在
酎
陶
冶
町
着
ご
呼
ぶ
。
け
れ
ざ
文
化
財
に
於
け
る
内
在
的
陶

冶
綴
値
を
捕
へ
文
化
「
購
を
一
個
の
陶
冶
購
ビ
す
る
だ
め
に
は
、
吾
々
は
精
稗
酌
に
ま
た
能
動
的
に

其
の
文
化
財
を
同
化
一
「
獲
得
。
窮
吾
簿
。
ど
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
所
謂
「
勤
勢
馬
脳
」
は
ケ
川
シ
ェ
ン

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
取
っ
て
は
豊
ハ
の
特
殊
の
組
織
と
方
法
ビ
に
依
り
．
文
化
陶
冶
｝
財
の
内
在
的
陶
冶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

優
値
を
唐
歯
に
ぜ
ん
ご
す
る
一
敷
風
で
あ
る
。

　
斯
…
く
て
學
校
に
於
け
る
交
化
的
作
業
は
ケ
川
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
取
っ
て
極
め
て
重
要

な
る
意
味
を
有
す
る
、
彼
に
よ
れ
ば
又
被
敷
育
者
は
人
絡
ご
魁
會
ご
が
密
接
せ
る
捨
鞭
華
墨
に

於
て
學
習
生
活
を
響
ま
ね
ば
な
ら
諏
Q
蓋
し
人
望
の
完
成
は
ヶ
ル
シ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
從

へ
ば
文
化
財
の
国
内
に
於
て
其
の
国
選
を
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
化
財
は
も
こ
斌
會
支
配
の
下

に
あ
り
敷
育
遇
程
は
月
面
欄
入
の
素
質
に
糖
癒
す
べ
き
も
の
な
る
が
飲
に
人
格
完
成
は
結
局
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
あ
う
て
は
個
人
離
魁
愈
的
文
化
作
業
に
挨
つ
ご
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

か
く
て
激
育
は
一
面
的
會
の
戦
乱
活
鋤
ご
し
て
解
せ
ら
る
べ
く
、
被
激
育
者
は
自
ら
の
入
絡
に
培

っ
て
四
隅
心
墨
財
へ
の
奉
仕
ご
云
ふ
乙
に
於
て
「
役
立
つ
冠
階
調
」
こ
な
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ご
ヶ

ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
個
入
を
た
や
経
験
的
に
輿
へ
ら
れ
た
る
就
学
形
式
に
依
介
せ
し
め

ん
こ
す
る
も
の
で
は
な
い
。
経
験
的
な
る
も
の
に
年
下
表
れ
野
ざ
る
理
念
，
各
人
が
齎
ら
に
於
て
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叉
膚
ら
の
文
化
圏
に
於
て
實
現
せ
ね
ば
な
ら
濾
理
念
を
飽
く
迄
も
顧
慮
す
る
活
動
，
言
ひ
換
ふ
れ

ば
「
駈
與
の
道
徳
化
」
ご
云
ふ
こ
ε
は
ヶ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
力
説
す
る
所
で
あ
る
。
要
す

る
に
ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
現
代
の
文
化
激
育
學
を
激
育
の
瀬
戸
に
導
入
せ
る
一
先
騙

ε
云
ふ
べ
く
、
最
近
雲
鳥
の
漱
県
界
を
風
靡
ぜ
ん
ご
す
る
彼
の
「
試
行
學
校
⇔
g
、
。
。
g
冨
あ
g
三
。
」
の
運
動

の
如
き
ヶ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
負
ふ
所
が
少
く
な
い
。

　
文
化
薫
育
學
は
斯
く
し
て
澱
育
の
實
際
ε
も
直
接
す
る
に
至
グ
た
の
で
あ
る
が
、
凡
そ
敷
育
學

が
こ
の
文
化
激
育
學
に
見
る
が
如
く
交
化
儂
値
ご
の
醐
係
を
明
か
に
す
る
こ
ご
は
最
も
意
心
あ

る
課
題
で
な
く
て
は
な
ら
澱
。
恩
ふ
に
陶
冶
目
的
は
図
化
哲
學
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
始
め
て
贋

値
鞘
係
の
中
に
織
り
込
ま
れ
つ
、
而
か
も
其
の
實
在
性
を
維
持
し
襲
展
す
る
こ
ご
が
鵠
來
、
か
く

て
入
墨
陶
冶
ご
証
會
陶
冶
ご
は
掃
立
關
係
を
超
越
し
、
た
“
陶
冶
理
，
想
に
於
け
る
必
然
的
慣
値
嗣

係
に
依
て
柏
結
合
す
，
る
。
學
こ
し
て
の
草
蝦
學
の
見
立
は
交
船
号
値
に
於
け
る
か
、
る
位
遣
付

け
に
依
て
始
め
て
可
能
ビ
な
る
。
蓋
し
各
文
化
儂
値
は
そ
れ
唐
身
陶
冶
債
値
で
は
な
く
、
叉
纒
験

的
な
る
・
文
化
…
的
一
面
〃
件
も
霜
囲
的
に
一
敏
育
の
…
根
縷
皿
た
る
を
…
得
な
い
Q
　
陶
冶
目
的
や
胸
仏
偏
傭
ハ
値
は
常
…

に
敷
育
學
そ
の
も
の
に
於
て
の
み
正
義
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
澱
Q
激
育
學
の
文
化
債
値
に
賭
す

る
關
係
を
交
化
便
値
へ
の
簡
歪
な
る
依
薦
ご
見
る
は
誤
で
あ
っ
て
、
時
間
的
に
塞
間
的
に
樺
…
々
な

　
　
　
　
丈
化
敏
育
學
の
轟
つ
る
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一
管
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哲
皐
研
究
　
　
餓
が
九
t
T
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
山
肌

る
一
定
の
磁
化
内
容
を
以
て
敢
育
を
経
験
的
に
蟹
離
す
る
こ
ε
は
常
に
激
育
本
來
の
合
法
性
に

依
・
ら
ね
ば
な
ら
譲
、
　
厳
育
本
來
の
合
法
性
に
依
て
交
感
内
容
は
始
め
て
陶
冶
贋
値
ご
し
て
の
形

式
を
得
る
。
か
く
し
て
激
育
學
は
亦
文
化
の
上
に
働
き
、
人
格
的
陶
冶
債
値
は
人
格
の
創
作
に
依

っ
て
文
化
債
値
ご
な
る
事
が
出
面
、
從
て
激
育
學
は
現
存
文
化
の
上
に
自
ら
を
打
ち
築
く
ば
か
り

で
な
く
て
、
自
ら
の
中
に
無
限
の
文
化
創
造
に
カ
を
面
す
る
こ
ご
、
な
る
。
語
を
換
へ
る
な
ら
ば

敷
育
學
が
膚
ら
を
文
化
財
の
構
造
法
器
性
望
「
喬
ε
お
窪
簿
婆
鮎
H
ぎ
悼
に
●
適
面
す
る
の
み
な
ら
す
、
交
化

財
も
亦
そ
れ
膚
ら
を
辞
譲
學
の
構
造
法
則
性
に
適
癒
す
る
ご
云
ふ
事
は
、
凡
そ
文
化
財
が
上
に
も

述
べ
た
様
に
陶
冶
財
よ
）
必
然
的
に
生
じ
下
る
ε
云
ふ
事
よ
り
云
は
れ
得
る
。
か
く
て
敷
育
ご

交
化
範
面
こ
の
間
に
特
有
の
相
互
隷
下
が
成
立
し
從
て
敷
育
學
ε
文
化
哲
學
ピ
の
聞
に
も
密
接

な
相
互
關
係
が
將
來
す
る
。

　
陶
冶
理
想
の
哲
學
的
考
察
ε
云
ふ
立
場
に
立
っ
て
帯
磁
現
代
の
敷
育
學
を
見
れ
ば
冠
會
的
激

論
學
、
個
人
的
敷
育
學
、
人
格
激
育
學
及
び
文
化
巌
育
學
の
四
大
傾
向
あ
る
こ
ε
は
始
め
に
も
述
べ

た
。
既
に
傾
向
の
斯
く
様
々
な
る
こ
ε
は
ム
ー
グ
激
授
も
云
つ
淀
標
に
「
遇
々
以
て
現
代
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸

る
陶
冶
理
想
の
問
題
が
輩
純
な
る
概
念
を
以
て
し
て
は
抱
擁
し
得
ざ
る
こ
ご
を
物
語
る
」

　
思
ふ
に
此
等
諸
傾
向
は
何
れ
も
全
盤
ε
し
て
の
陶
冶
理
念
を
一
方
的
に
、
若
し
く
は
特
殊
的
に
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力
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
少
く
こ
も
「
魁
會
的
h
個
人
的
」
、
「
人
格
的
」
等
は
陶
冶
の
特
殊
的
方
面

の
叙
述
で
あ
っ
て
全
膿
ご
し
て
の
陶
冶
概
念
は
未
だ
明
に
さ
れ
て
居
る
ど
は
云
ひ
得
な
い
。
、
全

膿
ε
し
て
の
陶
冶
は
暴
風
的
，
個
人
的
、
入
質
的
の
何
れ
に
も
あ
ら
す
し
て
、
實
に
此
等
諸
傾
向
の
全

車
で
な
「
く
て
は
な
ら
な
い
。
勉
愈
的
も
個
人
的
も
人
格
的
も
そ
れ
自
身
に
撃
て
唯
｛
の
或
は
中

心
の
陶
冶
理
想
を
意
味
し
な
い
Q
陶
冶
理
想
は
よ
り
一
般
的
で
あ
り
よ
わ
普
遍
的
で
な
く
て
は

な
ら
澱
Q
個
入
穿
は
証
會
的
に
依
て
霞
ら
を
決
せ
す
、
塁
壁
的
は
個
人
的
に
虞
ら
を
役
す
る
こ
ご
・

は
出
來
な
い
。
從
て
馴
者
は
一
定
の
限
界
一
定
の
制
約
の
下
に
奨
の
灌
利
を
牧
む
べ
き
で
、
こ
れ
「

な
し
に
一
が
他
を
歴
す
る
を
得
な
い
。
而
し
て
謂
ふ
所
の
剛
定
の
限
界
一
定
の
制
約
が
敏
育
學

の
唄
般
的
考
察
に
依
て
始
め
て
可
能
な
課
題
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ご
は
、
凡
そ
個
人
的
激
育
學
や
枇

會
暑
気
早
撃
が
激
育
學
の
部
分
で
あ
っ
て
全
膿
で
な
い
ご
云
ふ
こ
ε
よ
り
も
明
で
あ
る
Q
言
ひ

換
へ
れ
ば
個
人
的
ご
就
愈
的
ε
は
此
等
爾
者
の
融
合
を
可
能
な
ら
し
む
る
鳳
個
人
の
贋
値
範
園

に
持
ち
來
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
化
駿
育
學
誕
生
の
理
霞
は
實
に
こ
の
一
個
の
贋
値
夕
煙
に

於
て
部
分
ご
し
て
の
個
人
的
ご
燈
愈
的
ご
の
融
合
を
計
ら
ん
ε
す
る
こ
ご
に
あ
る
○
又
人
格
敷

見
舞
は
人
格
の
精
棘
的
仁
多
を
力
説
し
て
止
ま
な
い
が
、
吾
々
は
さ
き
に
述
べ
π
様
に
人
格
激
育

學
に
見
る
が
如
き
「
形
而
上
學
蘭
根
援
に
依
属
せ
ざ
る
麗
質
育
學
的
基
礎
付
け
を
要
求
す
る
。
言

　
　
　
　
丈
化
教
育
皐
の
綴
づ
ろ
ま
で
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
第
九
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入

蔦　
ひ
換
へ
る
な
ら
は
「
債
寝
室
燈
ε
し
て
の
人
格
は
」
ム
ー
グ
心
室
の
云
っ
て
居
る
檬
に
「
文
化
駿
育
學

　
の
瞼
討
せ
る
が
如
き
精
蝋
脚
生
活
及
び
文
化
生
活
の
一
客
観
的
便
値
ご
の
醐
係
に
於
て
古
せ
ら
れ
ね

　
　
　
　
3
9

　
ば
な
ら
沁
。
」
陶
冶
属
的
が
か
く
其
の
抱
括
的
償
値
構
造
に
於
て
考
察
せ
ら
る
、
時
、
個
人
の
寄
生

　
活
は
そ
れ
に
依
て
影
響
さ
れ
．
そ
し
て
個
入
は
蕾
に
交
化
嵐
會
の
成
員
こ
し
て
爵
ら
を
激
養
す
る

　
ば
か
う
で
な
く
、
精
聯
的
屋
格
ピ
し
て
喬
ら
に
培
ひ
且
つ
経
験
的
個
入
並
び
に
魁
會
的
本
質
ご
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
て
宮
ら
を
晦
評
す
る
。
漱
油
層
勲
は
此
等
諸
相
を
一
個
の
生
活
債
値
統
一
の
中
に
統
一
す
べ
き

　
で
あ
り
、
而
し
て
其
の
統
一
の
方
法
は
モ
ザ
イ
ッ
ク
で
な
く
て
多
中
の
一
を
内
的
に
又
動
的
に
搬

　
志
し
な
く
て
は
な
ら
滋
》
こ
れ
毅
育
學
が
常
に
理
想
的
に
し
て
客
槻
的
な
る
立
場
を
要
求
す
る

　
所
よ
り
來
る
至
難
の
課
題
に
し
て
、
謂
ふ
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